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９
月
８
日
午
前
11
時
頃
、台
風
９
号
が
、

福
井
県
敦
賀
市
付
近
に
上
陸
、
静
岡
県
に

到
達
す
る
頃
、
熱
帯
低
気
圧
に
変
わ
り
、

各
地
に
大
雨
を
降
ら
せ
ま
し
た
。
当
町
で

は
、８
日
朝
よ
り
降
り
始
め
た
雨
は
、午
後

５
時
ま
で
に
約
４
９
５
m
m
の
雨
量
を
記

録
。
こ
れ
は
24
時
間
雨
量
で
観
測
史
上
最

大
と
な
る
激
し
い
豪
雨
で
あ
り
、
各
所
で

土
砂
崩
落
や
山
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
町
で
は
９
月
８
日
午
後
２
時
20
分

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
情
報
収
集

や
災
害
の
対
応
、復
旧
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
の
た
め
、
東
名
高
速
道
路
が

鮎
沢
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
付
近
で
土
砂
崩

落
に
よ
り
上
下
線
と
も
通
行
止
め
、
国
道

２
４
６
号 

浅
間
山
隧
道
が
土
砂
に
よ
り

片
側
交
互
通
行
と
な
り
、
県
道
山
北
藤

野
線 
山
市
場
付
近
が
土
砂
崩
落
に
よ
り
、

県
道
玄
倉
山
北
線 

市
間
橋
先
が
路
肩
崩

落
の
た
め
い
ず
れ
も
通
行
止
め
、
町
道
塩

沢
線
・
町
道
尺
里
高
松
線
が
土
砂
崩
落
の

た
め
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
通
行
止
め
の
影
響
に
よ
り
清
水
・
三
保

地
区
や
高
松
地
区
、
峰
・
塩
沢
地
区
、
市

間
・
高
杉
地
区
等
が
一
時
孤
立
し
ま
し

た
。
ま
た
、
洒
水
の
滝
入
り
口
付
近
・
洒

水
の
滝
新
観
瀑
台
付
近
の
土
砂
崩
落
に
よ

り
洒
水
の
滝
へ
通
行
不
能
と
な
り
、
ふ
れ

あ
い
ビ
レ
ッ
ジ 

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が

土
砂
に
埋
没
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
水
道
管
の
破
損
等
で
、
透
間
地
区
（
21

世
帯
）
･
尺
里
西
地
区
（
１
世
帯
）・
世

附
地
区
（
3
施
設
）
塩
沢
・
峰
下
・
谷
戸

諸
渕
・
峰
地
区
（
63
世
帯
）・
共
和
地
区

（
8
世
帯
）
が
断
水
し
、
床
上
浸
水
２
戸
、

土
砂
流
入
１
戸
、
世
附
地
区
で
の
土
砂
崩

落
の
た
め
、
家
屋
が
２
戸
半
壊
し
、
こ

の
土
砂
崩
れ
に
よ
り
３
名
が
重
軽
傷
を
負

い
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
所
の
災
害
の
た
め
、
町
内
す
べ

て
の
消
防
団
が
出
動
し
、
救
援
・
救
助
・

警
戒
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
世
附
地
区
で

重
軽
傷
を
負
っ
た
３
名
の
救
助
の
際
に

は
、
強
い
風
雨
の
た
め
、
自
衛
隊
ヘ
リ
や

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
飛
行
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
や
消
防
団
、
地
元
業

者
が
救
出
作
業
を
行
い
、
道
路
寸
断
箇
所

ま
で
負
傷
者
を
搬
送
し
、
そ
こ
で
待
機
し

て
い
た
救
急
車
に
担
架
で
受
け
渡
し
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
災
害
状
況
に
よ
り
町
で
は
各
所
で

避
難
所
を
開
設
し
、
住
民
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
へ
の
土
砂
流

出
等
に
よ
る
通
行
止
め
の
影
響
で
、
川
村

小
学
校
・
山
北
中
学
校
の
高
松
地
区
の
児

童
３
名
、
生
徒
１
名
は
中
央
公
民
館
に
一

世附地区の土砂崩れにより半壊した家屋

台
風
９
号

山
北
町
を
襲
っ
た
豪
雨

9月8日
災 害
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時
避
難
し
ま
し
た
。
三
保
小
学
校
・
三

保
中
学
校
で
は
教
職
員
12
名
が
帰
宅
で
き

ず
、
学
校
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
避
難
所
等

で
は
避
難
さ
れ
て
き
た
方
に
毛
布
や
食
料

等
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
交
通
機
関
に
関
し
て
、
鉄
道
関
係

で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
・
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線

が
運
転
を
取
り
や
め
る
な
ど
し
、
バ
ス
に

つ
い
て
も
、
町
内
循
環
バ
ス
や
富
士
急
湘

南
バ
ス
西
丹
沢
線
な
ど
が
運
休
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
は
、
15
日
午
後
５
時
に

解
散
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
町
で
は
被

害
箇
所
の
復
旧
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
ふ
れ
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ 

オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
復
旧
の
目

途
が
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

水の流れの勢いで削られた道路（世附地区）土砂や落石により崩壊した洒水の滝　新観瀑台付近

ふれあいビレッジ　オートキャンプ場の炊事場が
土砂によって埋没した

ふれあいビレッジ　オートキャンプ場の管理棟横まで流れた土砂大野山山頂でおきた土砂崩落

土砂崩落により通行止めとなった町道深沢線
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東名高速道路

国道
246号線

世附川

山北駅山北駅

谷峨駅谷峨駅

中川温泉 玄倉川

丹沢湖

▲
大野山

▲
高松山

三国峠

犬越路

高速道路

国道246号線

県道・主要地方道

JR御殿場線

凡　　　例
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主な被災箇所
① 土砂崩れにより２世帯の家屋が半壊
　 県道山北・山中湖線が土砂崩落
② 県道山北藤野線が土砂崩落
③ ふれあいビレッジオートキャンプ場が土砂に埋没
　 喜一朗新田用水で車沢から土砂流出
　 用沢耕地内のブロック倒壊
④ 塩沢・峰・峰下・谷戸諸渕地区が断水
⑤ 町道塩沢線が土砂崩落・路肩崩落
　 塩沢川が土砂堆積
⑥ 透間地区が断水
⑦ 町道鮎沢１号線・鮎沢２号線が土砂崩落
⑧ 都夫良野・野背開戸地区が断水

⑨ 町道湯ヶ沢線が土砂崩落
⑩ 県道玄倉山北線が土砂崩落
⑪ 町道深沢線が土砂崩落・路肩崩落
　 町道鍛冶屋敷高杉線が土砂崩落・路肩崩落
　 町道古宿深沢線が土砂流出
⑫ 皆瀬川用水取水口が土砂堆積
　 堰口橋が増水により流失
⑬ 国道２４６号浅間山隧道が土砂崩落
⑭ 町道洒水の滝入り口線及び洒水の滝付近が土砂流入・流出
⑮ 町道尺里高松線が土砂崩落・路肩崩落
⑯ 川村用水が丸山より土砂流入
⑰ 岩流瀬用水路取水口が損壊

台
風
９
号
に
よ
る
大
雨
で
、
建
物
等
が

被
害
を
受
け
、
保
険
請
求
等
に
“
り
災
証

明
書
”が
必
要
な
方
は
、発
行
し
ま
す
の
で
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

“
り
災
証
明
書
”
と
は
台
風
や
暴
風
、

豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り
建
物
等
が

損
壊
し
た
場
合
、
建
物
等
の
被
害
状
況
を

証
明
す
る
も
の
で
、
損
害
保
険
の
請
求
や

税
の
申
告
等
で
必
要
に
な
り
ま
す
。

証
明
の
範
囲　

建
物
等
の
全
壊
、
半
壊
、
流

失
、
床
上
浸
水
、
床
下
浸
水
、

一
部
損
壊

必
要
な
物　

申
請
書
、印
鑑
、被
害
状
況
の

分
か
る
写
真
が
あ
れ
ば
添
付

費　
　

用　

無　

料

申
請
場
所　

役
場
１
階 

税
務
課
税
務
班

※
申
請
書
は
税
務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
災
害
に
よ
り
建
物
等
に
被
害
を
受
け
、

修
繕
を
し
た
場
合
、
確
定
申
告
で
雑
損
控

除
の
申
請
が
出
来
ま
す
。
申
告
に
は
“
り

災
証
明
書
”
及
び
修
繕
費
等
の
領
収
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
税
務
課
税
務
班　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
５

－

３
６
４
２

台
風
に
よ
り
建
物
等
が

　
　
　
　
　
　

被
害
を
受
け
た
方
へ　

“
り
災
証
明
書
”を
発
行
し
ま
す
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　平成１８年３月から中日本高速道路㈱が事業主体となって新東名高速道路の建設計画が進められてきました。
これまでの本線の路線測量や地質調査が終わり、水源や大気など将来への影響を把握するための継続調査を実
施しています。

【計画目標】
供用開始目標　　平成３２年度
町内の通過距離　１０．８Km
車線数　　　　　用地６車線、工事４車線（暫定施工）

　山北・向原・共和・清水地区の対策協議会において、新東名高速道
路の設計図面に基づき協議を重ねてきました。現在、山北・向原・共
和地区においては確認書の締結が完了し、清水地区においては確認書
の締結に向け協議を行っています。
　今後、確認書を締結した地区については、本線と工事用道路の用地
幅に杭を設置するとともに、土地の補償に必要な測量、建物や立木の
調査など、用地測量・調査を実施します。その結果をもとに用地補償
説明・用地補償契約を行い、事業の流れに従って、平成３２年度の供
用開始を目指します。
　なお、本線に関わる用地取得業務は、神奈川県の広域幹線道路事務
所が行い、工事用道路に関わる用地取得業務は、中日本高速道路㈱と
町が行います。
　今後も、地区全体に関わることなどは地区対策協議会を通じて情報
提供を行っていきます。また、全体の進捗状況等は、広報やまきたに
てお知らせしていきます。

【問合せ】　中日本高速道路㈱秦野工事事務所
　　　　　電話　０４６３－８０－５６００（代表）
　　　　　都市整備課高速道路対策班
　　　　　電話　７５－３６４７

完成・開通

工事着手

工事施工計画説明

埋蔵文化財発掘調査

用地補償契約

用地補償説明

用地測量・調査

用地幅杭設置

設計協議確認書

設計協議

本線道路設計

路線測量・地質調査

事業概要説明
（測量・地質調査説明）

事業の流れ
(本　線)

H22.8下旬～

H22.10上旬～

Ｈ23夏頃～

Ｈ32年度予定
（暫定4車線）

状況報告及び今後のスケジュールのお知らせ状況報告及び今後のスケジュールのお知らせ
新東名高速道路 建設事業新東名高速道路 建設事業

Q
R
コ
ー
ド
読
み
取
り
内
容

宛
先
　

cfm
@
io.dataeast.jp

件
名
　

t-yam
akita au・Softbank

docomo

　

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
を
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
表
示
さ

れ
た
宛
先
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　

空
メ
ー
ル
送
信
後
、
登
録
案
内

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
て
き
ま
す
の

で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
指

示
に
従
っ
て
詳
細
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
が
な

い
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録

す
る
場
合
は
、
新
規
メ
ー
ル
を
選
択

後
、
次
の
宛
先
と
件
名
を
入
力
し
、

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
問
合
せ
】総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　

（
電
話
）
７
５

－

３
６
４
３

配
信
し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
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　平成２１年度の歳入・歳出決算が、９月１５日の町議会で認定されました。歳出の決算額は、一般会計・１１
特別会計・水道事業会計を合わせて８７億４，３９７万円となり、前年度に比べ６億２，１９４万円の増（ ７．７％
増）となりました。
　山北町第４次総合計画後期基本計画の初年度である平成２１年度の主な事業は、まちづくり交付金事業(水上線
橋梁架替・道路改良工事、平山線改良工事、観光情報板設置、駅周辺魅力づくり検討、ハイブリッド型街灯（発
電設備）設置、山北跨線橋耐震補強工事、河村城址歴史公園整備工事、町内循環バス運行事業)、水源環境保全・
再生交付金事業（地域水源林整備、河川・水路自然浄化対策推進事業、地下水保全対策推進事業）、定額給付金
事業、重度障害者医療費助成事業、障害者自立支援給付事業、小児医療費助成事業、子育て応援特別手当交付金
事業、女性特有のがん検診推進事業、中山間地域総合整備事業（浅間山農道他）、道路新設改良事業（越地渕の
上線、神尾田線）、道整備交付金事業、山北幼稚園耐震補強事業などです。
　なお、地球温暖化対策事業（ハイブリッド車購入）、地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業、子ども手当て
準備事業、防災設備等維持管理事業は、平成２２年度へ繰り越して実施いたします。

平成21年度 決算の概要
安心して子育てのできる環境整備や町民の健康づくり支援、

安全・安心な生活環境の整備、自然環境保全、定住対策事業を展開

町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
一
般

会
計
の
歳
入
（
入
っ
た
お
金
）
は
、

対
前
年
度
２
億
７
，
７
１
３
万

円
（
５
・
２
％
）
の
増
の
55
億
７
，

９
５
８
万
円
で
、
歳
出
（
支
払
わ
れ

た
お
金
）
は
、
対
前
年
度
５
億
１
，

７
５
３
万
円
（
10
・
５
％
）
の
増
の

54
億
４
，
２
０
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
に
入
っ
た
お
金
の
う

ち
、
町
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
、
直
接
町

に
入
っ
て
く
る
「
自
主
財
源
」
は
、

30
億
４
，
７
２
３
万
円
で
、
対
前
年

度
１
億
２
，７
５
４
万
円（
４
・
４
％
）

の
増
と
な
り
、
歳
入
総
額
の
54
・

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
自

主
財
源
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
の

は
町
税
20
億
８
，
８
４
９
万
円
で
、

歳
入
の
37
・
５
％
を
占
め
て
い
て
、

対
前
年
度
１
億
３
，
１
６
２
万
円

（
５
・
９
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
・
県
支
出
金
、
地
方

交
付
税
、
町
債
、
地
方
消
費
税
交

付
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
は
、

■
■
■
■

一　

般　

会　

計 

■
■
■
■

一　

般　

会　

計 

歳　

入

歳　

入

25
億
３
，
２
３
５
万
円
で
、
地
域

活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
等
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
前
年

度
よ
り
大
幅
な
増
と
な
り
、
県
支

出
金
は
対
前
年
度
４
，
８
４
９
万

円
（
８
・
０
％
）
の
減
、
地
方
交
付

税
も
、
対
前
年
度
４
，
９
８
６
万
円

（
５
・
７
％
）
の
減
と
な
り
、
歳
入
総

額
の
45
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
支
払
わ
れ
た
お
金

は
、
対
前
年
度
10
・
５
％
増
の

54
億
４
，
２
０
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

増
減
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費

は
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
事
業
や
、
定
額
給
付

金
事
業
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

度
５
億
１
，
２
９
２
万
円
増
の

18
億
５
，
３
９
９
万
円
、
民
生
費

は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務

費
負
担
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、
対

前
年
度
９
８
９
万
円
増
の
９
億
２
，

８
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
衛
生

費
で
は
足
柄
西
部
清
掃
組
合
負
担
金

の
減
な
ど
に
よ
り
８
，
０
９
８
万
円

減
の
５
億
３
，
５
５
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
商
工
費
は
お
楽
し
み
券

付
商
品
券
発
行
に
係
る
商
品
券
特

歳　

出

歳　

出
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別
会
計
繰
出
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、

対
前
年
度
２
，
５
４
４
万
円
増
の

１
億
２
，
４
０
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

土
木
費
は
、
道
整
備
交
付
金
事

業
の
着
手
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

度
２
，
７
４
９
万
円
増
の
４
億
７
，

９
３
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
山
北
幼
稚
園

耐
震
補
強
事
業
な
ど
に
よ
り
、

５
，
３
７
７
万
円
増
の
４
億
６
，

６
６
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
対
前
年
度

１
，
６
４
８
万
円
減
の
４
億
３
，

８
２
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
人
件
費

　

人
件
費
は
退
職
手
当
組
合
へ
の

負
担
金
増
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

度
５
，
５
８
９
万
円
増
の
12
億
９
，

３
８
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
物
件
費　

　

物
件
費
は
、
雇
用
対
策
事
業
な

ど
に
よ
る
委
託
料
の
増
に
よ
り
、

対
前
年
度
８
，
８
６
８
万
円
増
の

８
億
３
，
３
１
２
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

●
扶
助
費

　

扶
助
費
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給

付
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
対

前
年
度
４
１
７
万
円
減
の
２
億
８
，

７
１
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
補
助
費

　

補
助
費
は
、
足
柄
消
防
組
合
、

足
柄
上
衛
生
組
合
、
足
柄
西
部
清

掃
組
合
に
対
す
る
負
担
金
並
び
に

町
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
な
ど

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
対
前

年
度
１
億
７
，
９
０
５
万
円
増
の

10
億
４
，７
７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
普
通
建
設
事
業
費

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
地
域
活
性

化
・
臨
時
交
付
金
事
業
な
ど
に
よ

り
、
対
前
年
度
３
億
４
，
２
４
２
万

性
質
別
に
分
け
た
主
な
も
の

性
質
別
に
分
け
た
主
な
も
の

円
増
の
10
億
２
，
４
０
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
の
借
入
金
（
地
方
債
現
在

高
）
は
、
平
成
21
年
度
末
現
在
高
が

40
億
２
，
１
９
６
万
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
１
，
０
９
４
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、

地
方
交
付
税
で
賄
う
べ
き
も
の
を
、

特
例
的
に
地
方
債
で
補
て
ん
す
る
臨

時
財
政
対
策
債
や
、
所
得
税
減
税
に

よ
る
減
収
額
分
を
補
て
ん
す
る
減
税

補
て
ん
債
（
後
年
度
の
地
方
交
付
税

で
元
利
償
還
金
額
の
全
額
が
措
置

さ
れ
る
地
方
債
22
億
３
８
３
万
円
）

を
除
い
た
地
方
債
額
が
、
18
億
１
，

８
１
３
万
円
と
な
り
、
こ
れ
を
町
民

１
人
当
た
り
の
負
担
額
に
換
算
す
る

と
、
約
15
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

公
債
費
に
充
当
し
た
一
般
財
源

（
４
億
１
，
５
８
７
万
円
）
の
一
般

財
源
総
額
に
対
す
る
割
合
を
公
債
費

負
担
比
率
と
い
い
、
そ
の
率
が
高
い

ほ
ど
財
政
運
営
の
硬
直
性
の
高
ま
り

を
示
し
ま
す
。
町
の
平
成
21
年
度

公
債
費
負
担
比
率
は
、
前
年
度
よ
り

1
・
２
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
９
・
７
％

と
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
的
に
は

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

主
な
財
政
分
析
指
標

主
な
財
政
分
析
指
標

財
政
運
営
上
15
％
が
警
戒
ラ
イ
ン
、

20
％
が
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
指
標

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測

定
す
る
経
常
収
支
比
率
は
、
人
件

費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
経
常
的

に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
、
経
常
的
に

歳
入
の
見
込
め
る
税
等
が
ど
の
く
ら

い
の
割
合
で
充
当
さ
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
数
値
で
、
75
％
か
ら
80
％
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
21
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
、
前

年
度
よ
り
２
・
９
ポ
イ
ン
ト
下
が
り

83
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
改
善
し
て
い
ま
す
が
、
よ

り
一
層
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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県支出金
10.0％

地方譲与税他
4.2％

歳入合計
55億7,958万円

地方交付税
14.8％

町　税
37.5％

町債　6.7％繰入金他
17.1％

54.6％
主

財

源

自

存

財

源

依

財源別歳入内訳
45.4％

分担金及び負担金　0.8%
使用料及び手数料　2.1%
財産収入　　　　　0.3%
寄附金　　　　　　0.1%
繰入金　　　　　　4.8%
繰越金　　　　　　6.7%
諸収入　　　　　　2.3%

地方譲与税　　　　　　　0.8%
利子割交付金　　　　　　0.1%
配当割交付金　　　　　　0.1%
株式譲渡所得割交付金　　0.0%
地方消費税交付金　　　　2.0%
ゴルフ場利用税交付金　　0.3%
自動車取得税交付金　　　0.5%
交通安全対策特別交付金　0.0%
地方特例交付金　　　　　0.4%

（単位：万円）歳　　入
区　分

町 税

地方消費税交付金

地方交付税

使用料及び手数料

国･県支出金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

そ の 他

計

20億5,799

1億1,272

8億2,581

1億1,938

11億9,160

2億6,677

3億7,790

1億2,953

3億7,480

1億8,998

56億4,648

２1年度
予算現額

20億8,849

1億1,272

8億2,581

1億1,980

11億0,072

2億6,677

3億7,790

1億2,783

3億7,190

1億8,764

55億7,958

２1年度
決算額

22億2,011

1億0,668

8億7,567

1億2,047

10億3,958

2億5,101

1億4,590

1億0,777

2億2,330

2億1,196

53億0,245

20年度
決算額

1億3,162減

604増

4,986減

67減

6,114増

1,576増

2億3,200増

2,006増

1億4,860増

2,432減

2億7,713増

20年度との
増減額

（単位：万円）歳　　出
区　分

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

諸支出金

予 備 費

計

8,799

19億6,780

9億4,643

5億4,664

2億6,488

1億2,559

4億8,730

2億7,061

4億7,619

230

4億3,824

283

2,968

56億4,648

２１年度
予算現額

8,744

18億5,399

9億2,809

5億3,550

2億6,048

1億2,404

4億7,932

2億6,325

4億6,664

227

4億3,824

282

0

54億4,208

２１年度
決算額

8,955

13億4,107

9億1,820

6億1,648

2億6,470

9,860

4億5,183

2億6,373

4億1,287

880

4億5,472

400

0

49億2,455

２０年度
決算額

211減

5億1,292増

989増

8,098減

422減

2,544増

2,749増

48減

5,377増

653減

1,648減

118減

0

5億1,753増

２０年度との
増減額

歳出内訳（款別）

歳出合計
54億4,208万円

議会費  1.6%災害復旧費
諸支出金　 ］0.0％

公債費
  8.1％

民生費
17.1％

衛生費
9.8％

土木費
8.8％

消防費
4.8％

教育費
8.6％

商工費
2.3％

農林水産業費
4.8％

総務費
34.1％

前年度と比較した各会計の「入ったお金」・「支払われたお金」（単位：万円）

区　　分
入 っ た お 金（ 歳 入 ） 支払われたお金（歳出）

一 般 会 計

特 別 会 計

水道事業会計

合　　　　計

２１年度 ２０年度 増減額
（増減率） ２１年度 ２０年度 増減額

（増減率）

55億7,958

30億7,911

3億8,986

90億4,855

53億0,245

30億4,862

2億8,035

86億3,142

（5.2％増）

　

（1.0％増）

　

（39.1％増）

　

(4.8％増）

2億7,713増

　3,049増

　1億0,951増

　４億1,713増

54億4,208

29億3,936

3億6,253

87億4,397

 49億2,455

29億4,649

2億5,099

81億2,203

（10.5％増）

（0.2％減）

（44.4％増）

（7.7％増）

5億1,753増

713減

1億1,154増

6億2,194増

国庫支出金
9.7％

■■■■一 般 会 計
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特
別
会
計
は
、
町
が
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
歳
出
に

あ
て
る
も
の
で
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て

処
理
す
る
た
め
の
会
計
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　

特
別
会
計
に
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

や
老
人
保
健
医
療
、
下
水
道
事
業
や
平
成

21
年
度
に
新
設
さ
れ
た
町
設
置
型
浄
化
槽

事
業
な
ど
11
種
類
の
会
計
が
あ
り
、
歳
入

総
合
計
額
は
、
30
億
７
，
９
１
１
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
３
，
０
４
９
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
総
合
計
額
は
、
29
億
３
，

９
３
６
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ

７
１
３
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

【国民健康保険事業】
　平成２１年度の国民健康保険加入世帯数は、
２，１１７世帯、加入者数は３，４５２人でした。
このうち、一般被保険者は３，１６０人、退職者
医療制度適用者２９２人でした。
　平成２１年度の被保険者一人当たり平均医
療費（入院・通院・歯科）は、一般被保険者
分２２万８，０５０円、退職者被保険者等分
２６万３３８円を支出しました。このほか、国
民健康保険事業では、出産育児一時金、葬祭費、
高額療養費などを支出しました。

【老人保健医療】
　今年度の医療費の支出は平成２０年3月診療
分と過誤分の支払いのみとなりました。このた
め、歳入は、対前年度９４．３％（１億１，９１３万
円）の減、歳出についても対前年度９５．２％

（１億２，４７７万円）の減となりました。

【後期高齢者医療】
　平成２０年４月に高齢者の医療費を安定的に
支えていく新たな医療制度として、後期高齢者
医療制度が創設されたことに伴い設置したこの
会計は、広域連合との業務分担により、保険
料徴収と申請や相談窓口事務が町の主な事務と
なっています。
　 歳 入 決 算 額 は １ 億 ４，９ １ ４ 万 円 で 保 険
料と繰入金が主なものです。歳出決算額は
１億４，４６７万円で後期高齢者医療広域連合納
付金が歳出の９６．３％を占めています。

【下水道事業】
　尺里東地区及び下本村地区の一部の工事を行
いました。
　借入金の残高は、３４億４，６１１万円です。

【町設置型浄化槽事業】
　この会計は特別会計設置の初年度で、歳入決
算額１億１８４万円、歳出決算額６，８５７万円
で、歳入歳出の差引では、３，３２７万円の剰余
金が生じました。
　浄化槽整備は、三保地区に高度処理型合併浄化
槽を３６基設置いたしました。

【介護保険事業】
　介護保険法に基づく保険給付事業で、歳
入 決 算 額 ９ 億 ４，４ ２ ６ 万 円、 歳 出 決 算 額
９ 億 ４ ３ ４ 万 円 で、 歳 入 歳 出 の 差 引 で は、
３，９９２万円の剰余金が生じました。
　歳出につきましては、総額の約８８．９％

（８億４１４万円）を保険給付費が占めています。

【商品券】
町内商工業の振興を目的として発行している町
内限定の商品券を扱い、平成２１年度は、お楽
しみ券付商品券４，４００万円を発行しました。
これに伴い、歳入決算額は５，８１０万円、歳出
決算額は５，３７５万円となり、歳入歳出の差引
では、４３５万円の剰余金が生じました。

【水道事業】
　水道事業では、上水道１施設、簡易水道８
施設を経営し、町民１万１，９２９人に年間約
１５０万トンの「安全でおいしい水」を供給し
ました。
　水道料金による収入は、前年度対比２．５％減
の１億６，２０５万円となりました。
　平成２１年度に実施した主な事業は、配水管
布設替工事、浄水場管理棟（計装設備）改修工
事などです。

主な特別会計 ■
■
■
■

特　

別　

会　
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水
道
事
業
会
計
は
、
地
方
公
営
企
業
法

に
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全
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お
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る
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と
を
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的
に
設
置
さ
れ
た
企
業
会

計
で
す
。

　

平
成
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年
度
の
収
入
は
、
３
億
８
，

９
８
６
万
円
で
、
支
出
は
３
億
６
，

２
５
３
万
円
と
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り
ま
し
た
。

　

な
お
、借
入
金
（
地
方
債
現
在
高
）
は
、

６
億
５
，
３
０
５
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
水
道
事
業
会
計
】

【
水
道
事
業
会
計
】

■
■
■
■

企　

業　

会　

計 

企 業 会 計

国民健康保険事業

老 人 保 健 医 療

後期高齢者医療

災害給付見舞事業

下 水 道 事 業

町設置型浄化槽事業

山 北 財 産 区

共 和 財 産 区

三 保 財 産 区

介 護 保 険 事 業

商 品 券

合 計

12億2,485

717

1億4,914

1,074

5億0,964

1億0,184

915

5,248

1,174

9億4,426

5,810

30億7,911

520減
（0.4％減）

1億1,913減
（94.3％減）

207増
(1.4%増)

30減
( 2.7％減)

5,441減
（9.6％減）

1億0,184増
皆増

406減
(30.7%減）

2,059増
（64.6％増）

8減
（0.7％減）

4,510増
（5.0％増）

4,407増
（314.1％増）

3,049増
（1.0％増）

12億0,858

625

1億4,467

0

4億9,821

6,857

212

4,706

581

9億0,434

5,375

29億3,936

487減
（0.4％減）

1億2,477減
（95.2％減）

159増
（1.1％増）

30減
皆減

3,942減
（7.3％減）

6,857増
皆増

340減
（61.6％減）

2,103増
（80.8％増）

31増
（5.6％増）

3,065増
（3.5％増）

4,348増
（423.4％増）

713減
（0.2％減）

２１年度
区　分 ２０年度との

増減額
（増減率）

２１年度

入ったお金（歳入） 支払われたお金（歳出）
２０年度との
増減額
（増減率）

特 別 会 計 の 内 訳   （単位：万円）
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○広報紙発行事業
○庁舎等の維持管理
○企画調整事業
　● 共和地区福祉バス運行事業補助金
　● 地上デジタル放送共聴施設整備事業
○地域振興推進事業
　● 森林セラピー基地認定申請
　● パークゴルフ場整備調査資料作成
○花と水の交流圏づくり推進事業
　● 大野山散策道整備事業
　● 高松山ハイキングコース測量設計業務
○まちづくり交付金事業
　● 町道水上線橋梁架替事業
　● 町道平山線改良事業
　● 町道山北跨線橋耐震補強事業
　● 観光情報版設置工事
　　（情報板１基、方向指示板４基・繰越明許）
　● 河村城址歴史公園整備
　● ハイブリッド型街灯整備（６基）
　● 駅周辺魅力づくり検討事業
　● 町内循環バス運行事業（小型バス2台による運行）
○水源環境保全・再生交付金事業
　● 地域水源林の整備
　　（高松山作業道測量・設計、町有林・私有林整備）
　● 地下水保全対策
　　（足柄上地区地下水モニタリング施設整備）
　● 河川・水路自然浄化対策、農業用水路改修
○地域活性化・生活対策臨時交付金事業（繰越明許）
○定額給付金事業（繰越明許）
○地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業
○衆議院議員選挙事業
○参議院議員補欠選挙事業

18億5,399万円総　務　費○町民健康マイスター講座開催事業
○紙おむつ支給事業
○女性特有のがん検診推進事業
○不燃物、粗大ごみの収集委託
○リサイクル品、処理困難物、ペットボトルの回収委託
○足柄西部清掃組合への負担金
○健康福祉センター管理事業

5億3,550万円衛　生　費

○高齢者生きがい事業団への助成
○地域作業所やまなみ工芸への運営助成
○町社会福祉協議会への助成
○後期高齢者医療広域連合負担金
○保育園の維持管理、運営
○障害者自立支援給付事業
○小児医療費助成事業
○子育て応援特別手当交付金事業（繰越明許）

9億2,809万円民　生　費

○道の駅「山北」の運営助成
○町商工会への助成
○町観光協会への助成
○洒水の滝橋梁撤去工事
○ひだまりの里運営協議会助成

1億2,404万円商　工　費

目的別の
主な使いみち

○中山間地域等直接支払事業
○中山間地域総合整備事業
　● 浅間山農道工事、日向用水路整備工事、日向活性
　　化施設建築工事
○農道、用水維持管理事業
　● 川村用水等の改修
○水源の森林づくり協力協約推進事業

2億6,048万円農林水産業費

○議会の運営
○議員の報酬
○議会だよりの発行

8,774万円議　会　費
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○教育委員会、幼稚園、小・中学校の運営
○英語補助教員設置事業
○山北幼稚園耐震補強事業（繰越明許）
○中央公民館の管理、運営
○図書室運営事業
○スポーツの振興

4億6,664万円教　育　費

○町道維持補修事業
　● 町内一円道路維持工事
○道路新設改良事業
　● 町道の新設改良（越地渕の上線・神尾田線他）
○道整備交付金事業
　● 町道の新設改良（鍛冶屋敷高杉線・嵐線他）
○河川維持管理事業
　● 川村用水・皆瀬川用水・岩流瀬用水維持管理工事
○都市公園維持管理事業　
　● ぐみの木近隣公園、岸児童公園、山北鉄道公園、
　　丸山公園、向原街区公園、河村城址歴史公園の維
　　持管理
○町営住宅の維持管理

4億7,932万円土　木　費

○道路などの災害復旧

227万円災害復旧費

○足柄消防組合への負担金
○消防団の運営
　● 第１１分団詰所新築工事
○防災設備等維持管理事業
　● 防災行政無線維持管理、デジタル地域防災無線維
　　持管理、全国瞬時警報システム維持管理
○地域防災計画事業
　● 洪水ハザードマップ作成

2億6,325万円消　防　費

○元金　３億６，８４４万円
○利子　　　６，９８０万円

4億3,824万円公　債　費

○土地開発公社への補助

282万円諸 支 出 金

21年度に
町民１人あたりに使われた町のお金

44万6,914円
目的別歳出額を平成２２年４月１日現在の
人口（１２，１７７人）で換算した金額

■■■■一　般　会　計

総務費

15万2,254円
民生費

7万6,217円

教育費

3万8,321円
衛生費

4万3,976円
公債費

3万5,989円

議会費･その他

1万7,785円

土木費

3万9,362円
農林水産業費

2万1,391円
消防費

2万1,619円
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金
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お
金
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す
。

【
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入
】
特
定
歳
入
の
た
め
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科

目
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【
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財
源
】
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特
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
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す
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法
律
に
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い
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健
全
化
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、
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と
お
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で
す
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（単位：％）

備　考（１）	 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は
将来負担比率が算定されない場合は「―」。

　　　（２）［ ］内は平成２０年度の数値です。
　　　（３）（ ）内は山北町における早期健全化基準。

健
全
化
判
断
比
率

山
北
町
の

及
び
資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率

平  成平  成

21年度21年度

平成21年度決算に基づく山北町の健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―
[　―　]

（１５．００未満）

―
[　―　]

（２０．００未満）

１１．４
[ １１．８]

（２５．０未満）

９７．４
[　９８．３]

（３５０．０未満）

1

（単位：％）

備　考（１）	 資金不足比率が算定されないので「―」で表示しています。
　　　（２）	［ ］内は平成２０年度の数値です。
　　　（３）	（ ）内は山北町における経営健全化基準。

【問合せ】　企画財政課財政班　（電話）７５－３６５２

平成21年度決算に基づく山北町の公営企業の資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率

山北町下水道事業特別会計
―

[　―　]
（２０未満）

山北町水道事業会計
―

[　―　]
（２０未満）

2
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　人身交通事故の発生件数に占める高齢者の事
故の割合が、県内平均２４ .３％に対し、山北町
は４１ .２％（県内ワースト 4 位）と非常に高い
ため、神奈川県交通安全対策協議会から高齢者
交通事故多発地域に指定されました。
　普段慣れた道でも油断は禁物です。交通事故
は、夕方から夜にかけた時間帯や道路の横断中
に発生しています。自宅近くだからといって油
断せず、十分注意し、安全を確認しましょう。
　松田警察署では会合等に警察官を派遣し、交
通安全に対する講話を行っていますのでご利用
ください。

【問合せ】　松田警察署交通総務係
　　　　　電話　８２－０１１０

山北町が高齢者交通事故
多発地域に指定！

山北町が高齢者交通事故
多発地域に指定！

　８月１日を「水の日」とし、この日から一週間を「水の
週間」と定め、水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開
発の重要性について国民の関心を高め、理解を深めるため
に、国土交通省では、水の作文コンクールを実施しています。
　神奈川県内において、山北町の三保中３年 鈴木　沙也
花さんの「『緑のダム』を守る」が優秀賞に、三保中３年 
佐藤　美優さんの「神奈川県民の大切な水源」と三保中３
年 山﨑　真実さんの「丹沢の水」が水源環境賞に、三保
中２年 加藤　広大さんの「水物語」が入選となり、７月
２９日に神奈川県庁にて表彰式が行われました。
　また、鈴木　沙也花
さんの作文は、神奈川
県の代表として全国で
の審査を受け、応募総
数１６，９４１作品の
中から入選となりまし
た。

第３２回全日本中学生
水の作文コンクール 入賞！！

第３２回全日本中学生
水の作文コンクール 入賞！！

全国で入選した
鈴木　沙也花さん

〔改正のポイント〕
○借入れは年収の３分の１までです。（基本的に
　年収の証明が必要）
○個人事業者は「返済能力を超えない」と認め
　られる場合には借入可能です。
※法律等の詳しい内容は、金融庁 HPでご確認く
　ださい。
　HP:http://www.fsa.go.jp/policy/kashikin/index.html

　借入れや返済に困ったら、あせらないで、ま
ず相談をしてください。また、ヤミ金融から絶
対に借りないでください。

〔改正貸金業法　相談窓口〕
財務省横浜財務事務所
　電話　０４５－６８１－０９３３
神奈川県商工労働局企画調整部金融課
　電話　０４５－２１０－５６９０

貸金業法が大きく変わりました貸金業法が大きく変わりました
借りすぎ、貸しすぎを防ぐため、

６月１８日に改正貸金業法が完全施行されました。

　透間自治会（滝本 練自治会長）が道路愛護団
体等の国土交通大臣表彰を受賞しました。
　この表彰は、国土交通省が毎年「道路ふれあ
い月間」において、道路交通の安全と道路の正
しい利用の促進、道路の清掃や除草、花壇の整

備等、特に著しく功績のあった団体や個人に送
られるもので、今年は全国で８３団体、個人１１
人に授与されま
した。
　透間自治会で
は、昭和４６年か
ら道路の清掃や除
草等を実施してき
たことが評価され
今回の受賞となり
ました。

透間自治会が
国土交通大臣表彰
透間自治会が

国土交通大臣表彰

いちじる
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残
暑
厳
し
い
９
月
の
晴
天
の
中
、
リ

バ
ー
サ
カ
ワ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
第
50
回

山
北
町
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
大
会
に
は
総
勢
１
５
６
名
が
参

加
さ
れ
、
参
加
者
は
流
れ
る
汗
を
拭
き
な

が
ら
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
て
い
た
熱
中
症
や
怪
我
等
の

大
き
な
問
題
も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

成
績
で
は
、
一
般
の
部
で
高
橋 

重
司

さ
ん
が
、
ス
コ
ア
69
の
３
ア
ン
ダ
ー
で
最

高
ス
コ
ア
を
獲
得
し
、
高
田 

良
平
さ
ん

が
、
７
番
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
見
事
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
成
し
遂
げ
、
リ
バ
ー
サ
カ

ワ
か
ら
特
別
に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

８
月
29
日
（
日
）、
町
内
全
域
で
総
合

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
会
場
に
、
町

と
山
北
連
合
自
主
防
災
会
の
合
同
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
内
容
と
し
て
は
、
足
柄
消
防
組
合

に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の

ほ
か
、
消
火
器
・
煙
体
験
訓
練
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
か
ら

東
海
大
学
付
属
病
院
ま
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

で
の
け
が
人
搬
送
訓
練
や
陸
上
自
衛
隊
と

連
携
し
て
応
急
給
食
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
各
自
治
会
の
み
な
さ
ん

は
、
講
習
会
や
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
の

訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

一 般 の 部
優 勝 （ 町 長 杯 ） 山　崎　政　司
準 優 勝 （ 議 長 杯 ） 源　川　秀　洋
３ 位 （ 教 育 長 杯 ） 青　木　　　茂

シ ニ ア の 部
優　　 勝 （ 町 長 杯 ） 杉　本　顯　彦
準 優 勝 （ 議 長 杯 ） 阿久津　俊　介
３ 位 （ 教 育 長 杯 ） 菅　谷　　　正

レディースの部
優　　 勝 （ 町 長 杯 ） 佐　藤　マサ子
準 優 勝 （ 議 長 杯 ） 小　宮　正　子
３　　 位 （ 教 育 長 杯 ） 杉　崎　正　子
4　　 位 増　田　英　機
5　　 位 府　川　晴　男
6　　 位 細　川　　　修

ベ ス グ ロ
一 般 の 部 高　橋　重　司
シ ニ ア の 部 山　口　　　崇
レ デ ィ ー ス の 部 佐　藤　マサ子

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

第50回第50回

山
北
町
親
睦

　

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

山
北
町
親
睦

　

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

ドクターヘリによるけが人搬送訓練

心肺蘇生法の訓練 消化器による消火訓練

ナイスショット！！レディースの部で優勝した佐藤マサ子さん

　崎　政

※ベスグロ……最高スコア。

広報やまきた　平成22年10月号　No.668 14広報やまきた　平成22年10月号　No.66815



　個人情報保護法が、平成１７年４月に全面施
行されて以来、個人情報の保護に関して、過剰
ともいえるような反応が起こっています。個人
情報保護制度を正しく理解して、個人情報を保
護するとともに、上手に利用しましょう。

　経済・社会の情報化が進み、個人情報を利用
したいろいろなサービスが提供され、私たちの
生活は大変便利になっています。また、これま
でも、互いに個人情報を共有することによって、
地域社会の協力や連携が図られてきました。

　同窓会名簿や緊急連絡網を作る場合には、本
人に利用目的や配付先などをよく説明し、納得
してもらうことが重要です。

【問合せ】個人情報保護法質問ダイヤル
　　　　　（電話）０３－３５０７－９１６０

～ ～

個人情報の保護に当たっては、
個人情報の有用性に配慮する必要があります！

個人情報の保護に当たっては、
個人情報の有用性に配慮する必要があります！

利用・提供するためには、工夫も必要です！利用・提供するためには、工夫も必要です！

　９月１１日（土）、１２日（日）と東名高速
道路 海老名サービスエリア 下り線で、水源地
域キャンペーンを水源地域交流の里づくり推進
協議会とかながわの水源地域（相模原市、山北
町、愛川町、清川村）が協力して行いました。
　山北町は、特産品の販売ややまなみグッズの
販売、竹細工教室を開催し、竹とんぼ等を作り
ました。多くのお客さんが来られ、大盛況とな
りました。

かながわの水源地域キャンペーンかながわの水源地域キャンペーン

開 催開 催

大盛況の竹細工教室と販売店

Ecommunication
※Ecommunication（エコミュニケーション）とは、ecology（環境保護）＋communication（通信）を省略した造語です。

【問合せ】生活環境課生活環境班　（電話）７５－３６４５

１０月は３Ｒ《スリーアール》推進月間です１０月は３Ｒ《スリーアール》推進月間です１０月は３Ｒ《スリーアール》推進月間です

　毎年１０月は「３Ｒ推進月間」です。この機会に改め
て、「リデュース」「リユース」「リサイクル」の実態を見直
し、ごみの減量化や再資源化にご協力をお願いします。
　また、３Ｒを積極的に取り組みされている事業所や
団体等がございましたらお知らせください。

※中間処理とは、選別・破砕・圧縮・梱包・溶解・
　形成など、様々な処理をいいます。

燃えるごみ
２，８７８ｔ

３
，
８
７
４
ｔ

選
別
・
破
砕
・
焼
却

（
足
柄
西
部
清
掃
組
合
）

中
間
処
理※

燃えないごみ
１８０ｔ

粗 大 ご み
２３ｔ

資 源 ご み
７８７ｔ

埋め立て
３０５ｔ

リサイクル
９３３ｔ

有 害 ご み
６ｔ

【平成２１年度 山北町のごみの３R推進実績】
一般廃棄物処理実績報告より

物を大切に使おう。ごみを減らそう。
廃棄物の排出抑制〈リデュース〉

３Ｒ《スリーアール》とは３Ｒ《スリーアール》とは

Reduce

繰り返し使おう。
製品・部品の再使用〈リユース〉

Reuse

再び資源として使おう。
再生資源の利用〈リサイクル〉

Recycle
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（清水小１年）
　　　松井しおり

（川村小２年）
　　　石川　大輝
　　　石田　祥己
　　　加藤　銀河

（三保小２年）
　　　高橋　文音

　町内の小学校から６６点・８３人、中学校から１３２点・１３９人の色とりどりで工夫を凝らした統
計グラフ作品の応募があり、９月７日に町統計グラフコンクールの審査会が行われました。
　厳正な審査の結果、５部門で３３点の素晴らしい作品が入選しました。入選した作品は、神奈川県統
計グラフコンクールに出品されます。なお、入選者は次のとおりです。（敬称略）

【第１部】【第１部】小学校１・２年生
小学校
１・２年生

「ぼくたちのきゅう食おいしいよ」
加藤　銀河（川村小２年）

（山北中１年）　斎藤　愛永
　　　　　　　佐藤　由佳
　　　　　　　瀬戸　夏帆
　　　　　　　瀬戸　夏美
　　　　　　　髙橋　史帆
　　　　　　　髙橋　雄斗
　　　　　　　武藤　未幸
　　　　　　　室伏　　遥

（山北中３年）　佐藤　　碧

【第4部】【第4部】中学生中学生

「米の消費量減少による米粉普及」
佐藤　碧（山北中３年）

【第2部】【第2部】小学校3・4年生
小学校
3・4年生

「どんなコマーシャルが多い？」
諸星　圭人（三保小４年）

（山北中１年）　清原　莉子
（清水中２年）　山﨑　佳奈
（山北中３年）　稲葉晃太郎
　　　　　　　瀬戸幸之助
　　　　　　　髙橋　沙江
　　　　　　　松永　結佳

（清水中３年）　井上美奈子

【パソコンの部】【パソコンの部】

「知ってますか？受動喫煙！」
松永　結佳（山北中３年）

（川村小５年）　小瀨　若那
　　　　　　　佐藤　緋音
　　　　　　　宮内　佳菜
（川村小６年）　小酒部泰暉
（清水小５年）　池谷　凪沙
　　　　　　　松井　りの
（三保小６年）　加藤　広菜
　　　　　　　山口　夏季

【第3部】【第3部】小学校5・6年生
小学校
5・6年生

「その電話、大丈夫？オレオレ詐欺」
加藤　広菜（三保小６年）

入選作品33点
町統計グラフコンクール町統計グラフコンクール第30回

（川村小３年）
　　　髙橋　美晴

（川村小４年）
　　　奥津　柊子
　　　佐藤　湧也
　　　室伏　　陽

（三保小４年）
　　　諸星　圭人
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 1 1

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

～今年は公演を始めてちょうど 10回目になります。ぜひごらんください。～

汽車ポッポ
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＊１０月５日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊１０月５日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊１０月５日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ

１０月３１日（日）のハロウィンにちなんだ教室を開催します！

日　時　１１月１０日（水）・１１月１７日（水）９：３０～１２：００

期　間　１０月１６日（土）
　　　　～２４日（日）
場　所　１階ロビー

ご自由に
お持ち帰り
ください！

本のリサイクル展本のリサイクル展本のリサイクル展

日

3
10
17
24
31

月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

10 月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24

木
4
11
18
25

金
5
12
19
26

土
6
13
20
27

11月

　図書室では、不要になった本や町民の皆様から提供していた
だいた本を有効活用するため、リサイクル展を開催します。

日　時　１０月１７日（日）１４：３０開演
内　容　音楽劇「ヘンゼルとグレーテル」・「グラスホッパー物語」・ダンスレビュー
問合せ　中央公民館 ℡（７５）３１３１

  （無料・入場自由）ワンダーランド 「秋の公演」  ワンダーランド 「秋の公演」ダーランド 「秋の公演の公演」    ワンダーランド 「秋のワンダーランド 「秋の公演」

布の絵本作り教室
内　容　フェルトなどを使って
　　　　「三びきのやぎのがらがらどん」の絵本を作ります。

対　象　一般（定員 １５名）　講　師　湯山  めぐみ さん
参加費　８００円　　　　　　　持ち物　裁縫セット・筆記用具

※２回シリーズです。
１０日・１７日両
方参加できる方に
限ります。

●前回の作品

日　時　１０月２６日（火）１０：００ ～１１：３０ すすり茶体験教室
内　容　「足柄うまみ茶  花里の雫」（すすり茶）の体験教室です。
　　　　体験のほかに足柄茶の上手な入れ方などを紹介します。

対　象　一般（定員 ２０名）　講　師　日本茶インストラクター　門脇　美智子　さん
参加費　５００円　　　　　　 持ち物　なし

①親子ハロウィンリース作り教室
日　時　１０月２３日（土）１３：３０ ～１５：００  
内　容　ジャックランタンをあしらったリースを作ります
対　象　親子 １０組（定員 ２０名）※大人のみの参加可。
講　師　小河　理恵子  さん　参加費　８００円 
持ち物　なし

②かぼちゃのお菓子作り教室
日　時　１０月２９日（金）９：３０ ～１２：００  
内　容　かぼちゃのカントリーケーキ（１人1本）を作ります
対　象　一般（定員 ２４名）
講　師　沼田　陽子  さん　参加費　４００円        
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具

教室案内教室案内教室案内教室案内教室案内教室案内教室案内教室案内教室案内教室案内教室案内
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イベント紹介

タイ料理教室【９月８日（水）】
　佐々木ジャンティラさんを講師にお招きして、
ココナッツミルクの入った「グリーンカレー」・「タイ風サラダ」を作りました。

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

10 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
1 金 やまぶき学級 視聴覚ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会　☎（75）1294

2 土

親子石器作り教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

5 火 やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会　☎（75）1294

8 金 新東名高速道路建設事業パネル展（〜15日まで） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 都市整備課　☎（75）3647

9 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

16 土

本のリサイクル展（～２４日まで） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 中央公民館

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

17 日 ワンダーランド 秋の公演 多目的ホール １４：３０ 自　由 中央公民館

19 火 やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会　☎（75）1294

21 木 汽車ポッポ 人形劇公演 多目的ホール ９：３０
１１：００ 自　由 中央公民館

23 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

親子ハロウィンリース作り教室 第２・３会議室 １３：３０ 申込者 中央公民館

26 火 すすり茶体験教室 第 １ 会 議 室 １０：００ 申込者 中央公民館

27 水 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

29 金 かぼちゃのお菓子作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

11 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
2 火

町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課　☎（75）36493 水
4 木
6 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

10 水 布の絵本作り教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

※町民文化祭は９：００から１７：００までとなります。ただし、４日は１５：００ までです。
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）

☆ 今月の新着本案内 ☆
●日　程・内　容
①１０月　２日（土）
　　パネルシアター「これはジャックがたてたいえ」ほか
　（おはなしボランティア 「クローバー」）
②１０月１６日（土）
　　紙芝居「ぶんぶくちゃがま」ほか
   （おはなしボランティア「ゆめ」）
③１０月２７日（水）
　　布絵巻「ラムにゃんのでんしゃりょこう」ほか
   （おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　おはなし室（図書室内）

書　　　名   著  者  名  等
逸脱

トロイメライ

ストーリー・セラー

もちもち、ふわふわ米粉の蒸しパン

再会（第56回江戸川乱歩賞受賞）

堂　場　瞬　一

池　上　永　一

有　川　　　浩

上　田　まり子

横　関　　　大

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
どんぐりむらのぼうしやさん

スコアブック  全５

よしおくんがぎゅうにゅうをこぼしてしまったおはなし

１０ぴきのかえるのあきまつり

シリーズわくわく図書館  全１   本の世界へ

なかや　み　わ

伊集院　　　静

及　川　賢　治

仲　川　道　子

笠　原　良　郎

◆ 児 童 書

 ～映画化原作本特集～
モントリオール世界映画祭で注目さ
れた「悪人」（主演：妻夫木 聡、
深津 絵里）の原作など、話題となっ
た映画の原作本を集めて展示します。

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　

図書室がおすすめする
絵本リストを作りました！
  

お知らせお知らせ
１１月１日（月）～４日（木）は町民文化祭のため、
図書室の利用は１７：００までとさせていただき
ます。また、この期間中、学習室は終日利用でき
ませんので、ご協力をお願いいたします。

「大人も子どもも楽しめる絵本」を
集めましたのでぜひ、ご利用ください。
本の展示もします！                
(展示期間１０月２０日～１１月１９日)

10月27日～11月9日は
読書週間です
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山北町
健康福祉センター
山北町山北1971-2
（電話）75－0822
（FAX）76－4592

第78号
虐待とは？

悩
ん
で
い
る
方
や

困
っ
て
い
る
方
は

気
軽
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

虐
待
相
談
か
な
が
わ

　
　

☎
０
４
６
３
ー
９
０
ー
２
２
６
０

小
田
原
児
童
相
談
所

　
　

☎
０
４
６
５
ー
３
２
ー
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

代
表)

足
柄
上
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

☎
０
４
６
５
ー
８
３
ー
５
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

代
表)

役
場
　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
班

　
　

☎
０
４
６
５
ー
７
５
ー
０
８
２
２

役
場
　

福
祉
課
福
祉
推
進
班  

　
　

☎
０
４
６
５
ー
７
５
ー
３
６
４
４

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
４
６
５
ー
７
５
ー
０
８
１
８

地
域
の
民
生･

児
童
委
員
・
保
育
園･

幼

稚
園
・
小
中
学
校
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

周
囲
の
方
へ

　

子
育
て
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
地
域
の
み
な
さ
ん
」
で
子
育
て
を
手

助
け
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も

達
と
接
す
る
機
会
の
多
い
方
は
注
意
し

て
み
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
と
思

わ
れ
る
場
合
は
、
迷
わ
ず
に
関
係
機
関

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

今
、
子
育
て
中
の
方
へ

　

一
人
で
抱
え
込
ん
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
一
人
で
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
気
持
ち
が
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
こ
と
は
、
恥
ず

か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
兄
弟
姉

妹
で
も
子
ど
も
の
個
性
は
、
一
人
一
人
違

い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
育
児
を
目
指

し
、
周
囲
の
方
の
助
け
の
も
と
、
ゆ
と
り

を
持
っ
た
育
児
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
虐
待
を
地
域
で
防
ぎ
、

　
　

み
ん
な
で
見
守
り
、
支
え
ま
し
ょ
う

虐
待
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す

　子どもを殴る、蹴る、家の外に締め
出す、子どもにタバコの火を押し付け
る等、子どもの生命に危険がある行為
を行う。

１．身体的虐待１．身体的虐待

　ひどい言葉で子どもの心を傷つける、
無視して子どもを情緒不安定にする、
他の兄弟と著しく差別的な扱いをする、
家庭内暴力を見せる等の行為を行う。

２．心理的虐待２．心理的虐待

　子どもの発育に必要な衣・食・住の
世話をせずに放置する、子どもが病気
なのに病院に連れて行かない、乳幼児
を家に置いたまま外出する、乳幼児を
車の中に放置する、極端に不潔な環境
で生活させる等の行為を行う。

３．ネグレクト (育児の怠慢，放棄）３．ネグレクト (育児の怠慢，放棄）

　性的ないたずらや性的行為を強要す
る行為を行う。

４．性的虐待４．性的虐待

　

最
近
、
子
ど
も
虐
待
の
深
刻
な
報
道

が
後
を
絶
た
ず
、
悲
し
み
、
心
を
痛
め

て
い
る
方
も
多
く
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。「
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な

い
」、「
子
ど
も
を
き
ち
ん
と
し
つ
け
な

け
れ
ば
」
と
焦
り
、
い
ら
い
ら
し
て
子

ど
も
に
あ
た
っ
た
事
で
「
こ
れ
は
、
虐

待
に
な
る
の
か
も
」
と
悩
ん
で
し
ま
う

お
母
さ
ん
は
予
想
以
上
に
多
い
の
で

す
。
さ
ら
に
、
現
代
で
は
、
地
域
と
の

人
間
関
係
の
希
薄
化
や
核
家
族
化
が
進

み
、
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
環
境
で
の

育
児
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

で
子
ど
も
を
見
守
り
、
支
え
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
子
育
て
の
環
境
を
作
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

育児サークル元気っ子くらぶの七夕会
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いいね！いいね！
子育て子育て子育て子育て子育て子育てってって
猪坂さん
ご家族
＜下本村＞

お父さん　猪坂　拓矢さん

お母さん　　　　華英さん

　　　　　　　　太佑くん  2歳

　　　　　　　　太慈くん  0歳

た す け

た い じ

ご存知ですか？
電子申請・届出システム

ご存知ですか？
電子申請・届出システム

■ 現在町で行っているサービス ■

■ サービスの入り口 ■

　平成１７年７月から神奈川県と県内３３市
町村が共同で行政手続のオンライン化を進め
ています。自宅やオフィスからいつでも、県
や町の各種申請、届出ができるサービスです｡

https://www.asp-e-kanagawa.lg.jp
/portal/

※町ホームページからも利用できます

　粗大ごみ収集申込、畜犬登録廃止、畜犬登
録事項変更、町営住宅駐車場返還、町営住宅
返還、給水栓使用開始、給水栓使用中止
※逐次手続を増やしていきます｡

【問合せ】企画財政課企画班
　　　　　（電話）７５－３６５２

 

こ
ん
に
ち
は
。
結
婚
を
き
っ
か
け
に
夫
の

実
家
が
あ
る
山
北
に
住
み
始
め
て
５
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。
今
年
の
５
月
に
次
男
が
誕
生

し
て
か
ら
、
子
供
２
人
の
お
世
話
は
想
像
以

上
に
大
変
で
し
た
。
少
し
ず
つ
家
族
４
人
で

の
生
活
の
ペ
ー
ス
も
出
来
て
き
て
、
よ
う
や

く
楽
し
む
余
裕
も
生
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
我
が
家
の
主
役
、
長
男
の
太
佑
は
現
在

２
歳
４
ヶ
月
。
毎
日
イ
タ
ズ
ラ
ば
か
り
し
て

手
が
掛
か
り
ま
す
が
、
弟
の
オ
ム
ツ
や
着
替

え
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
ヨ
ダ
レ
を
拭

い
た
り
と
い
っ
た
お
世
話
や
、
洗
濯
物
を
た

た
む
（
ま
だ
タ
オ
ル
く
ら
い
で
す
が
）
な
ど

私
の
手
伝
い
も
せ
っ
せ
と
し
て
く
れ
て
、
家

に
お
母
さ
ん
が
２
人
い
る
よ
う
で
す
。
散
歩

を
し
て
い
て
も
す
ぐ
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
り
た

が
る
子
で
す
が
、
最
近
は
自
分
の
足
で
随
分

長
く
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
気
に

入
り
の
コ
ー
ス
は
、「
東
山
北
駅
で
御
殿
場
線

の
普
通
電
車
や
特
急
あ
さ
ぎ
り
を
見
る
」
→

「
水
路
の
水
を
し
ば
し
眺
め
」
→
「
大
好
き
な

“
と
れ
た
て
山
ち
ゃ
ん
”
で
お
店
の
方
と
の
お

し
ゃ
べ
り
＆
買
い
物
」で
す
。以
前
、山
ち
ゃ
ん

の
お
祭
り
で
ジ
ュ
ー
ス
や
果
物
を
も
ら
っ
た

事
を
覚
え
て
い
て
「
今
日
は
違
う
よ
」
と
言
っ

て
も
毎
回
期
待
し
て
し
ま
う
太
佑
で
す
。

間
も
な
く
４
ヶ
月
に
な
る
次
男
の
太
慈

は
、
あ
や
す
と
声
を
出
し
て
笑
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
と
に
か
く
暑
が
り
で
、
出
掛
け

た
先
で
も
冷
房
の
送
風
口
を
探
す
の
が
習
慣

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
程
な
の
で
、
こ
の
夏
の

暑
さ
は
忘
れ
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
長

男
の
時
に
は
泣
か
れ
て
し
ま
っ
た
お
風
呂
や

寝
か
し
つ
け
を
太
慈
は
喜
ぶ
の
で
夫
の
仕
事

に
な
っ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。
太
慈
は
夫
に

は
特
別
な
何
か
を
感
じ
る
よ
う
で
、
覗
き
込

む
だ
け
で
母
親
の
私
に
さ
え
も
見
せ
な
い
笑

顔
と
「
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
」
と
い
う
声
で
う
れ

し
さ
を
表
現
し
、
悔
し
い
程
仲
良
し
で
す
。

ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
の
弟
と
ど
う
遊
ん
だ
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
太
佑
に
は
、
や
る
こ
と
全

て
に
「
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
」「
ハ
ラ
ハ
ラ
」
さ
せ
ら
れ
っ

ぱ
な
し
で
す
。
な
で
て
い
る
つ
も
り
で
も
た

た
い
て
い
る
よ
う
だ
し
、
並
ん
で
寝
よ
う
と

横
に
な
る
と
上
に
載
っ
て
し
ま
っ
て
泣
か
れ

た
り
。
気
が
つ
く
と
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
走
っ

て
く
る
足
音
で
弟
の
太
慈
の
表
情
は
こ
わ
ば

り
、
動
き
が
固
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
！
！

そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
、
兄
弟
２

人
で
見
つ
め
あ
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
姿

は
ほ
ほ
え
ま
し
い
限
り
で
、
ど
ん
な
兄
弟
に

な
る
の
か
２
人
の
成
長
が
ま
す
ま
す
楽
し
み

で
す
。

子
育
て
中
の
今
は
自
分
の
時
間
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
我
慢
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
も

多
く
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
に
自
分
の
感
情
で

怒
っ
て
し
ま
い
反
省
す
る
毎
日
で
す
。
そ
ん

な
時
に
、
駅
の
階
段
を
息
子
の
手
を
ひ
い
て

助
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
ホ
ー
ム
で
の
世
間

話
、
道
で
す
れ
違
う
際
に
育
児
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
た
り
、
太
佑
が
大
好
き
な
町
内

循
環
バ
ス
で
は
必
ず
運
転
手
さ
ん
や
乗
客
の

方
に
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
り
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
や
り
と
り
や
大
人
と
の
会
話
で
心
は

す
～
っ
と
落
ち
着
き
、
地
域
の
方
々
の
優
し

さ
が
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
日
同
じ
事
の
繰
り
返
し
・
・
・
と
ふ
さ
ぎ

込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
出
産
前
の

会
社
員
だ
っ
た
時
に
は
知
り
も
し
な
か
っ
た

１
８
０
度
違
う
世
界
、
た
く
さ
ん
の
人
達
と

の
出
会
い
を
子
供
が
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
子
は
宝
」
っ
て
本
当
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
夫
の
協
力
を
得
て
、
上
手
に
息
抜
き
し
な

が
ら
子
育
て
を
楽
し
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
華
英
さ
ん
）
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

い
き
る
あ
か
し

歌
会
詠
草

い
き
る
あ
か
し

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

まちの

データ
まちの

データ

8月の降雨量 8月の平均気温

山北　141mm（204mm）
三保　　90mm（272mm）

山北　30.7℃（26.4℃）
三保　27.4℃（24.2℃）

※（　）内は平成21年の数値

町の人口と世帯（9月1日 現在）

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

５，９２０人
６，１９９人
１２，１１９人

（－15人）
（－ 8人）
（－23人）

世帯数　４，２１８世帯（0世帯）

10／ 3　やまきた健康スポーツ大会

　　24　統一美化クリーンキャンペーン

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

※今回の掲載分は、平成２２年８月１６日から平成２２年９月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

堂　山　　五十嵐　満　三（男）８４歳　本　人
宮　地　　石　川　正　夫（男）７９歳　　〃　
　〃　　　　関　　　髙　（男）７５歳　　〃　
山　下　　中　山　　　江（女）６８歳　　〃　
馬　場　　村　越　キ　ミ（女）９１歳　好　弘
田屋敷　　夏　苅　うら子（女）８６歳　惠　敏
怒杭文化　　川　口　まどか（女）３１歳　清　一
　宿　　　高　橋　礼　子（女）５６歳　峰　生
湯　坂　　沼　田　　務　（男）８５歳　　潔　
下本村　　　　野　フ　サ（女）８６歳　　巖　
都夫良野　　小　澤　悟　子（女）６５歳　　豊　
湯　触　　山　﨑　ミネ子（女）９１歳　昭　紀
玄　倉　　杉　本　　　枝（女）８６歳　美津江

宮　地　 佐　藤　碧　瑠（男） 　治　・美　穂
南　原　 青　沼　恋　羽（女） 玲　慈・萌　子
原耕地　 川　口　一　郎（男） 晴　功・明　子
下本村　 神　保　百　伽（女） 昭　好・弥　生
尾　崎　 伊　倉　水　月（女） 信　行・麻　子

あ う る

こ は ね

い ち ろ う

も も か

み つ き

砂
浜
へ
玩
具
転
が
る
晩ば
ん
か
こ
う

夏
光　
　
　
　
　
　

吉　

田　

誠　

次

（
評
）
晩
夏
と
い
え
ど
も
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
る
今
年
。

こ
の
盛
夏
に
は
こ
と
の
他
賑
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
海
辺
。
ど
れ
程

の
子
ど
も
達
が
歓
声
を
あ
げ
、
そ
れ
を
見
つ
め
る
親
達
が
そ
の

幸
せ
を
噛か

み
締
め
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
小
さ
な
手
、
大
き
な
手

で
共
に
作
っ
た
砂
の
ト
ン
ネ
ル
も
砂
の
城
も
今
は
あ
と
か
た
も

な
い
が
、
小
さ
な
、
カ
ラ
フ
ル
な
玩
具
が
ひ
と
つ
残
さ
れ
て
い

る
。
心
を
抑
え
情
景
描
写
の
み
に
よ
っ
て
喧け
ん
そ
う騒
の
後
の
静
け
さ

を
詠
っ
た
佳
句
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
（
中
山
妙
子　

記
）

向
日
葵
に
ニ
ッ
コ
リ
さ
れ
て
曽
孫
集
合　
　

瀬　

戸　

余
音
子

夏
富
士
の
演
習
場
は
ド
ラ
マ
で
す　
　
　
　

瀬　

戸　

恵
津
子

眠
れ
ぬ
夜
白し
ら
は
ぎ萩
の
散
る
記
憶
か
な　
　
　
　

関　
　
　

幸　

子

新
涼
や
い
ま
鍵
盤
に
指
が
乗
る　
　
　
　
　

竹　

下　

由
里
子

ス
ポ
ン
ジ
の
水
絞
り
き
る
敗
戦
忌　
　
　
　

石　

田　

加
津
子

ざ
わ
め
く
葉
ひ
そ
と
咲
く
な
り
花は
な
み
ょ
う
が

茗
荷　
　

野　

地　

枡　

生

被
爆
せ
し
友
の
ロ
ザ
リ
オ
敗
戦
忌　
　
　
　

尾　

崎　

幸　

子

寝
し
づ
ま
る
部
活
の
仲
間
夏
の
月　
　
　
　

稲　

葉　

末　

江

地
下
道
の
風
ひ
ん
や
り
と
敗
戦
忌　
　
　
　

和　

田　

恵
美
子

石
垣
に
腰
か
け
て
い
る
敗
戦
忌　
　
　
　
　

小　

塚　

英　

子

星ほ
し
づ
き
よ

月
夜
墨
の
書
簡
の
た
た
み
癖　
　
　
　
　

古　

瀬　

房　

江

眼
の
奥
は
笑
わ
ぬ
八
月
の
向
日
葵　
　
　
　

倉　

持　

祐　

浩

廃
屋
と
言
え
ど
紫し
お
ん苑

の
盛
り
な
り　
　
　
　

倉　

持　

淑　

子

こ
だ
わ
り
を
捨
て
て
生
き
た
し
今
朝
の
秋　

内　

田　

湘　

生

ぐ
し
縫
い
で
染
め
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
柿
青
し　
　

小　

林　

奈
美
子

早
や
里
に
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
案
山
子
立
つ　

武　

尾　

て
る
子

新
涼
や
白
寿
の
詩
集
買
っ
て
く
る　
　
　
　

露　

木　

一　

江

待
た
さ
れ
る
電
話
の
中
の
祭
笛　
　
　
　
　

池　

田　

良　

子

河か
わ
ず
な
な
だ
る

津
七
滝
友
に
一
歩
を
離
さ
れ
る　
　
　
　

髙　

瀬　

益　

子

貴
女
の
ご
と
華
麗
に
舞
い
し
黒
揚
羽　
　
　

髙　

橋　

秋　

月

台
風
の
余
波
な
る
慈
雨
や
鎌
を
研
ぐ　
　
　

柳　

川　

楊　

雨

人
生
の
秋
か
六
十
路
の
暮
れ
か
か
る　
　
　

小　

栗　

無　

作

飽
食
に
馴
れ
て
久
し
き
敗
戦
忌　
　
　
　
　

中　

山　

妙　

子
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kaikei@town.yamakita.kanagawa.jp

tyomin@town.yamakita.kanagawa.jp

zeimu@town.yamakita.kanagawa.jp

会 　 計 　 課　75－3640

町 　 民 　 課　75－3641

税 　 務 　 課　75－3642

fukusi@town.yamakita.kanagawa.jp

teijyuu@town.yamakita.kanagawa.jp

seikatu-kankyo@town.yamakita.kanagawa.jp

sankan@town.yamakita.kanagawa.jp

toshi@town.yamakita.kanagawa.jp

kikaku-zaisei@town.yamakita.kanagawa.jp

gakusyu@town.yamakita.kanagawa.jp

福 　 祉 　 課　75－3644

定 住 対 策 室　75－3650

生 活 環 境 課　75－3645

産 業 観 光 課　75－3646

都 市 整 備 課　75－3647

企 画 財 政 課　75－3652

生 涯 学 習 課　75－3649

kyoiku@town.yamakita.kanagawa.jp

seisaku@town.yamakita.kanagawa.jp

soumu-bousai@town.yamakita.kanagawa.jp

gikai@town.yamakita.kanagawa.jp

kenkou-c@town.yamakita.kanagawa.jp

bran-simizu@town.yamakita.kanagawa.jp

bran-miho@town.yamakita.kanagawa.jp

学 校 教 育 課　75－3648

政 策 秘 書 課　75－3651

総 務 防 災 課　75－3643

議 会 事 務 局　75－3653

健 康 づ く り 課　75－0822

清　水　支　所　77－2404

三　保　支　所　78－3006

役場各課の
直通電話番号と
メールアドレス

〒258-0195神奈川県足柄上郡山北町山北1301-4  TEL.0465-75-1122（代表）山北町役場 企画財政課編集発行

広
報
や
ま
き
た
 平
成
2
2
年
10
月
号
 N
o.6
6
8
         

やまきた歳時記やまきた歳時記

三保ダムの放流により水位が上がった河内川三保ダムの放流により水位が上がった河内川

レスキュー隊・消防団による救助活動レスキュー隊・消防団による救助活動

スポーツ広場から見た酒匂川
足柄橋すぐ下まで水位が上がっている
スポーツ広場から見た酒匂川
足柄橋すぐ下まで水位が上がっている

洒水の滝入り口付近
土砂により道が埋ってしまっている
洒水の滝入り口付近
土砂により道が埋ってしまっている

災
害
現
場
で
は

９
月
８
日
　

そ
の
時

９
月
８
日
　

そ
の
時

９
月
８
日
　

そ
の
時

９
月
８
日
　

そ
の
時


